
これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループについて

「ユーザーグループが始まります」

これからの学術情報システム構築検討委員会
システムモデル検討作業部会
安達 匠(國學院⼤學図書館)
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ユーザーグループとは

• 現在の⽬録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL）を中⼼とし
た図書館システム・ネットワークの利⽤機関とその図書館員等
が⾃由に情報や意⾒を交換できる場です。
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このような課題があります
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(1) 国内電⼦書籍の書誌情報共
有

(2) 電⼦リソースデータ共有
(3) 国内デジタルアーカイブの

流通促進
(4) メタデータ流通の⾼度化
(5) 統合的発⾒環境の整備
(6) 図書館システム整備（共同

調達も想定）

⇒「システムワークフロー
検討作業部会」

(1) 各機関や図書館がシステ
ムのユーザとしてだけで
はなく、学術情報基盤を
ともにつくる参加者とな
れるような体制づくり

(2) システムの共同調達・運
⽤モデルの課題検討

⇒「システムモデル
検討作業部会」
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コミュニケーション強化のための提案

• NII学術情報基盤オープンフォーラム2022（2022/6/2）
「参加型でつくる（⼤学）図書館システム・ ネットワーク」

（システムモデル検討作業部会
粟⾕禎⼦（公⽴はこだて未来⼤学））

「情報や課題の共有、意⾒交換の場として、
ユーザーグループを作る」‼
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ユーザーグループの役割・メリット

• これからの学術情報システム構築検討委員会、「（⼤学）図書館
システム・ネットワーク」の参加機関とそこに所属する職員が、
機関、地域、担当を越えて、意⾒や情報の交換を⾏う。
• 各機関が抱える課題や要求が顕在化され、共通課題の解決を図る

ことができる。
• 継続することで、学術情報コミュニケーションに関わる⼈材の育

成、能⼒開発の場となる。

「参加型でつくる （⼤学）図書館システム・ ネットワーク」
（システムモデル検討作業部会_粟⾕禎⼦（公⽴はこだて未来⼤学））

4



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

このような活動をします

• SNS（Discord）での情報交換・意⾒交換

• オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）

• ユーザーグループ発議で作業部会を発⾜

ユーザーグループ
https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/usergroup
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今年度の試行

• ユーザーグループの最初の試みとして、利⽤機関とその図書館
員等が⾃由に情報や意⾒を交換できるユ−ザーグループSNSを
開設
• 具体的には、Discord（https://discord.com/）を利⽤し、「こ

れから委員会ユーザーグループ（仮）」サーバを⽴ち上げ
Discordの利⽤は無償です。
図書館システム・ネットワーク（現⾏NACSIS-CAT/ILL参加館等）の

利⽤機関の図書館員等の職員の参加（実名）に限ります。
参加・発⾔は、各機関の情報セキュリティポリシーに従ってください。
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試行中のDiscordチャンネル

•NCR2018の洋書適⽤について

•共同調達・運⽤の実現に向けた図書館システムガ
イドライン作成

•フリートーク
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本日のワークショップ
「みんなで考えよう、これからの学術情報システ

ムで実現を目指すこと」
ユーザーグループの活動の⼀部を体験（Gather Town）
•【NCR2018】ROOM

NCR2018を洋書の⽬録作業へ適⽤するに当たっての問題点は？ 著作
についてどう取り扱っていく？ 講演を聞いて「あれ？」と思ったこと
や「こうしたらいいんじゃないかな！」と思ったアイディアを意⾒交換
してみませんか。

•【メタデータ＆共同調達・運⽤】ROOM
システムワークフロー検討作業部会が公開した「これからの学術情報シ

ステムのメタデータ収集・作成⽅針について（案）【ドラフト版】」に
基づいて、これまで⼤学ごとに導⼊・運⽤してきた図書館システムの共
同調達・運⽤の可能性や、図書館システムガイドライン（共通的に満た
すべき要件）について議論します。
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ご清聴ありがとうございました。
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